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定期研究会（毎月 1 回）及び夏季休業期間に夏季の調査・研究を実施した。  
１．本学における 10 年間の UD教育実践成果把握と検証 
① （１）我が国の大学教育において先進的に取り組んできた本学ユニバーサルデザインおよび関連科目れまで
の教育と実績を整理し検証を行った。 




⑤ （２）H21 年度ユニバーサルデザイン授業の教科書化の検討 
⑥ ・実施授業の授業主旨、獲得目標・狙い等を一定のフォーマットで整理しさらに授業使用資料の一部をつけ
て整理し、授業全体の狙い、関係科目との関係、配当年次等について検討を行った。    
⑦  
   （３）今後の UD教育に向けての問題点と課題を抽出と検討。 
・問題点と課題の整理検討： 
  各学科専門分野との関係、学生の取組意欲の向上などから、授業後半部分の分割等を検討した。 
  大学 UD教育への企業のニーズ（一部ヒアリング実施）などから、UD的気づきや配慮設計への理解 
   など基本概念教育の重視を検討したが、課題実践の中で獲得すべきとの方向性となった 
・ ＵＤ教育成果の評価手法の検討： 
  本学の多様で豊富な UD関連科目での学力を総合的に評価し、UD認証付与など検討 
 
２．新しい UD概念の調査・検討  
   （１）国内外の UD関連動向、今後デザイン分野で対応が求められる課題などを調査し、新しい UD概   
     念について検討を行った。 
     方向性としては①見えない障害者への対応  ②バリアフリーの重視 ③インクルーシブデザインな   
     ど海外の最新動向への対応などを検討。大学教育としての次世代 UDについて検討を行った。 
３．まとめ  
   ・時代の要請に対応した次世代 UD 概念・UD 教育への提言は 1 つにまとめることはでき    
    なかったが、いくつかの重要な方向性を示すことができた。例えば、従来取り上げられて    
    こなかったバリアである精神障害や薬物、内蔵疾患など、また次世代という名称には問  
    題はあるが、あらためてバリアフリーの重視の必要性が議論された。さらに課題として多  
    文化共生への取組についても検討した。  
・ また、具体的な UD 教育に関しては、学士レベルでの UD 力を保障する UD 関連科目  
  単位取得による学内資格などの認証等学生のモチベーションを高める方策と JDP など   
  学生の自主活動の組み入れ等を検討し、提言をまとめた。  
（得られた成果等） 
これまでの本学UD教育の実践成果、作品などの散逸資料を収集・整理し、H21年度の授業内容資料とあわせ、
本学 UDの実践成果集をまとめた。これらを踏まえ、今後の UD教育の方向性を提示することができたことにより、 
①  高等ＵＤ教育における「これまでの本学の UD 教育」の認知度向上  
②  今後の UD 教育への提言により、これからの UD 教育における本学の独自性確保と UD
教育の質的向上、さらに学生の UD 力認証などを含めた次世代 UD 教育への提言  
により今後の UD教育の質的向上が可能となる。 
                     ＊今後 作成資料・実践成果集をコンパクト化して、印刷・配布を検討したい。 
 
